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ライオンズ活動に変革を！！
　　変革は今からそしてあなたから
　　　　　　　　MD332はワンチーム

Love&Peace Activity（いつくしみの心で）

Let’s Enjoy Activity



ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
ー
Ａ
地
区

第
４
回 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

2024－2025

４
月
５
日
㈰

　

４
月
５
日
（
日
）
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
に

於
い
て
79
名
の
参
加
を
頂
き
第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
Ｇ
М
Ａ
・
Ｇ
Ａ
Ｔ
会
議
が
行
わ
れ
司
会

は
運
営
委
員
長
・
事
務
局
長
Ｌ
山
田
、
開
会
の
言
葉

は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
太
田
、
出
席
者
紹
介
は

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
奈
良
岡
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

会
議
進
行
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
Ｇ
Ａ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
Ｌ
吉
澤
俊
寿
で
行
わ
れ
、
冒
頭
ガ
バ
ナ
ー

挨
拶
で
は
各
ク
ラ
ブ
例
会
訪
問
の
思
い
出
な
ど
を
話

さ
れ
、
あ
と
３
か
月
間
全
力
で
駆
け
抜
け
た
い
と
お

話
が
あ
り
、
続
い
て
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
よ
り
年
度

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
よ
り
第
4
回
Ｒ
Ｃ
・
Ｚ
Ｃ
・
委
員
長
会
議
、

第
4
回
名
誉
顧
問
会
議
、
ア
ラ
ー
ト
特
別
委
員
会
、

Ｓ
Ｃ
Ｐ
委
員
会
、
Ｉ
Ｔ
・
機
関
誌
委
員
会
、
Ｆ
Ｗ
Ｔ

委
員
会
が
各
会
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
第
４
回

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
福
幹
事
Ｌ
花
部
、
出
席
者

紹
介
は
副
会
計
Ｌ
石
川
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
吉
澤
Ｌ
よ

り
、
第
３
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
議
事
録
に
つ
い

て
、
３
３
２
―
Ａ
地
区
会
員
動
向
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金

実
績
、
諮
問
書
回
答
集
計
、
地
区
活
動
状
況
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
山
火
事
災
害
支
援
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
・
大

船
渡
森
林
火
災
支
援
金
拠
出
等
全
９
項
目
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

全
会
議
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
は
、
今
期
最
終
活
動
目
標
の
情
報
共

有
と
意
見
交
換
を
行
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

今
回
も
朝
か
ら
夜
ま
で
設
営
か
ら
終
了
ま
で
、
各

会
議
の
進
行
や
お
手
伝
い
の
方
々
、
ま
た
全
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第４回キャビネット会議
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１
Ｒ
１
Ｚ
・
２
Ｚ
第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
４
月
７
日（
月
）

　

2
0
2
5
年
4
月
7
日
（
月
）
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
に
て
18
時
15
分
よ
り
三
役
会
が
開
催

さ
れ
、
担
当
ク
ラ
ブ
青
森
ま
ほ
ろ
ば
L
C
幹

事
L
山
上
徹
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
18
時
45
分
よ
り
１
Ｒ
１
Ｚ
の
ガ

バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
行
わ
れ
、
Ｚ
Ｃ
Ｌ
小

倉
尚
裕
が
議
長
と
な
り
、
こ
の
１
年
の
活
動

状
況
が
ク
ラ
ブ
ご
と
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

諮
問
書
の
内
容
に
基
づ
い
て
各
ク
ラ
ブ
会

長
が
答
え
る
形
式
の
報
告
で
し
た
が
、
各
ク

ラ
ブ
と
も
に
会
員
増
強
に
は
苦
労
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
は
懇
親
会
が
無
し
と
い
う
こ
と
で
諮

問
委
員
会
は
終
了
で
し
た
が
、
終
了
後
に
椅

子
や
机
を
元
の
位
置
に
す
ば
や
く
戻
す
姿
が

印
象
的
で
し
た
。機

関
誌
特
派
員　

當
麻　

治

　

４
月
７
日
（
月
）
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
３
３
２-

Ａ
地
区
「
１
Ｒ
２
Ｚ
第
４

回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
」
が
青
森
市
ア
ピ

オ
あ
お
も
り
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
１
Ｒ
４
月
三
役
会
開
催
後
に
各
Ｚ
に
分
か

れ
て
諮
問
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

Ｒ
２
Ｚ
第
４
回
諮
問
委
員
会
が
２
Ｚ
Ｃ
Ｌ
徳

差
誠
悦
司
会
の
も
と
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
会

長
の
目
標
達
成
と
反
省
点
、
会
員
増
強
、
ク

ラ
ブ
運
営
、
次
期
役
員
に
つ
い
て
各
ク
ラ
ブ

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
各
ク
ラ
ブ

と
も
会
員
増
強
に
関
し
て
は
、
例
会
を
楽
し

く
す
る
な
ど
ク
ラ
ブ
で
創
意
工
夫
し
、
退
会

者
を
出
さ
な
い
様
に
し
な
が
ら
、
新
会
員
募

集
に
努
め
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

次
期
三
役
に
つ
い
て
は
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
決

定
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
Ｚ
Ｃ
か
ら
ア
ワ
ー
ド
の
申
請
に

つ
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
に
つ
い

て
は
マ
ン
ス
リ
ー
に
工
夫
し
て
詳
し
く
わ
か

り
や
す
く
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
事
業
資
金
な
ど

に
つ
い
て
は
、
皆
で
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
会
員

増
強
に
は
苦
戦
し
て
お
り
、
年
度
末
い
か
に

退
会
者
を
増
や
さ
な
い
事
が
大
切
で
あ
る
と

の
話
が
あ
り
、
年
４
回
の
諮
問
委
員
会
は
今

回
で
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
御
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
Ｒ
２
Ｚ
機
関
誌
特
派
員　

Ｌ
遠
藤 

直
樹
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４
月
11
日
（
金
）
18
時
よ
り
「
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヒ
ル
つ
た
や
（
三
沢
市
）
」
に
て
、
４

Ｒ
１
Ｚ
第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
和
田
Ｌ
Ｃ
会
長 

Ｌ
竹
ヶ
原 

治
の
開
会

の
辞
に
始
ま
り
、
４
Ｒ
１
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ
Ｌ
月
舘 

学
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
に
諮
問
会
議
に

入
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
諮
問
事
項
か
ら
入

り
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
諮
問
書
総
括
表
に
基

づ
き
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
討
議
内

容
の
主
題
は
、
前
回
第
３
回
会
議
と
同
様

「
会
員
維
持
増
強
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
各

ク
ラ
ブ
の
対
応
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
深

く
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
会
議
で

議
決
さ
れ
た
、
ゾ
ー
ン
内
で
の
各
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
促
進
と
会
員
増
強
を
目
的
と
し
た
、

各
ク
ラ
ブ
選
出
の
若
手
Ｌ
メ
ン
バ
ー
か
ら
な

る
「
会
員
維
持
・
増
強
チ
ー
ム
」
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
に
於
い

て
正
式
に
結
団
組
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
「
会
員
維
持
・
増
強
チ
ー

ム
」
の
組
成
メ
ン
バ
ー
は
、
各
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
ア
ラ
ー
ト
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
を
決

議
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ブ
間
の
情
報

交
流
を
促
進
す
る
た
め
「
４
Ｒ
１
Ｚ
春
の

（
6
月
中
旬
）
親
睦
交
流
会
」
の
開
催
と
実

施
内
容
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
、
会
議
を
閉
会

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
懇
親
会
に
入
り
、
三
沢
Ｌ
Ｃ
会
長 

Ｌ
山
木 

昭
秀
の
開
会
の
こ
と
ば
、
そ
し
て

十
和
田
お
い
ら
せ
Ｌ
Ｃ
会
長 

Ｌ
橋
場 

寛
の

乾
杯
の
発
声
で
幕
を
開
け
、
各
ク
ラ
ブ
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
沢
木
崎
野
Ｌ
Ｃ
会

長 

Ｌ
大
澤 

祐
一
郎
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー

ア
を
行
い
、
十
和
田
稲
生
Ｌ
Ｃ
会
計 

Ｌ
中

野
渡 

勝
春
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

４
Ｒ-

1
Ｚ　

機
関
誌
特
派
員

Ｌ
田
中　

一
也

４
Ｒ
１
Ｚ
第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
４
月
11
日（
金
）
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2024－2025

　2025年4月17日（木）弘前パークホテルにて、332-A地区キャビネット役員・構成員、ブラザークラブ総勢53名
出席により弘前東奥ライオンズクラブと東京上野東ライオンズクラブによる姉妹盟約調印式が行われました。
　調印式に先立ち弘前りんご公園にて記念植樹が行われました。この記念植樹は、地域を越えた交流と奉仕活動
のさらなる発展を目的とするもので、両クラブの友情と協力の証として、りんごの苗木が植えられました。代表
者によるスピーチでは、これまでの活動に対する敬意と、今後のさらなる協力への期待が語られ、集まったメン
バーや来賓の皆さまが温かく耳を傾けていました。植樹には、弘前を象徴する「ふじ」の苗木が選ばれ、両クラ
ブの代表者の手によって丁寧に植えられ「この苗木が大きく成長し、美しい実を結ぶように、両クラブの絆も末
永く実り豊かであることを願っています」と挨拶がありました。
　調印式では、木村実行委員長より、各関係者とのこれまでの協議や準備の過程を振り返りながら、協定の意義
と今後の展望について述べられました。立会人として332-Ａ地区名誉顧問のＬ田名部、地区ガバナーのＬ吉澤、
名誉顧問会議長のＬ大矢、第一地区副ガバナーのＬ藤田、東京上野東ライオンズクラブ会長のＬ中村、弘前東奥
ライオンズクラブ会長のＬ葛西が出席され皆様より温かい祝辞を頂戴し、式は滞りなく無事に終了いたしまし
た。
　続いて行われた祝宴では、アトラクションとして渋谷さんによる津軽三味線の演奏が披露され迫力ある音色と
繊細な旋律が響き渡り、出席者一同はその見事な演奏に魅了され、盛大な拍手が贈られました。自然の中で交わ
された固い握手と、未来への思いが詰まった２本のりんごの木。この日が両クラブにとって新たなスタートとな
りました。

弘前東奥ライオンズクラブ×東京上野東ライオンズクラブ 
姉妹盟約調印式
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　2025年4月18日(金)14:00より弘前プラザホテルに
てライオンズクラブ国際協会３３２－A地区FWT 
HAPPYフェスタ Ver.2 in 弘前が盛大に行われまし
た。
　この日はあいにくのお天気でしたが会場内は参
加した会員の皆様の熱気で満ちあふれていまし
た。セミナーではGATエリアリーダー東日本の小
川晶子Lによる講話や6地区の各FWTコーディネー
ターの活動報告、青森県小児がん子ども、家族の
サポーター　ともしびプラス代表米田親弘様によ
る「小児がん闘病生活体験談」、最後は参加者全
員での記念撮影など充実した内容となりました。
　次に18:00より2つのアトラクションを取り交ぜた
楽しい交流会となりました。
　そして翌日は朝から弘前ねぷた村を見学し、い
よいよ皆様お待ちかねの昔ながらの弘前桜まつり
を体験していただきました。昨夜の雨は何処へ
いったやら、日頃のライオンズの奉仕活動の賜物
で素晴らしいお天気と桜に恵まれ、ブルーシート
を敷いてみんな輪になり桜の下でお弁当を食べな
がらライオンズを熱く語り合い交流を深めた2日間
となりました。
　FWTは来期よりWYPTに名称が変わりますが、
今回のフェスタを通して女性の凄さに圧倒され
WYPTとなって益々バージョンアップし躍進する
ことでしょう。
　最後に関係者各位、大変お疲れ様でした。
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Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1Z

た
。

と
き　

３
月
27
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

八
食
セ
ン
タ
ー

参
加
者　

５
人
（
総
合
計
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
　
　
　

 

　
　

 
 

時
間
／
13
時
間
）

献
血
受
付
／
48
名
（
採
血
38
名
、
中
止
10
名
）

４
０
０
㎖
×
37
名

２
０
０
㎖
×
１
名　

合
計
＝
１
５
，
０
０
０
㎖

協
力
お
礼
品
／
１
９
，
８
０
０
円

（
鉢
植
え
お
花　

35
鉢
）
先
着
の
方
々
へ
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
。

（
ク
ラ
ブ
幹
事　

Ｌ
上
平　

靖
文
）

　

八
戸
三
八
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長

鈴
木
芳
男
Ｌ
）
は
、
例
年
、
年
二
回
ク
ラ
ブ

単
独
で
、
献
血
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
期
は
、
「
八
食
セ
ン
タ
ー
」
で
昨
年

７
月
30
日
に
一
回
目
の
献
血
を
実
施
し
、
今

回
は
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
Ｒ
で
は
、
毎
年
10
月
と
４
月
に
合
同
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
献
血
運
動
を
、
八
戸
市
庁
舎

前
に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
単
独

で
実
施
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
春
休
み
に
入
り
多
く
の
買
い
物

客
で
「
八
食
セ
ン
タ
ー
」
は
混
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
思
う

よ
う
な
献
血
の
数
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
有
意
義
な
一
日
で
終
了
い
た
し
ま
し

代表取締役

建設リサイクル対応企業・特定建設業

環境にやさしい工事と廃棄物の再生資源化を目指します

株式会社庄司興業所
LCIF副コーディネーター （青森まほろばLC）L庄　司　　　肇

 八戸市櫛引字井ヶ月1
27 1328 ・ FAX 0178 27 3576

【URL】 https://www.syouji.jp

◆八戸三八城ライオンズクラブ◆

献 血
キャンペーン
献 血

キャンペーン

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ５R１Z

カーショップ日向有限会社
カーセブン八戸小田店
〒039 1160 八戸市小田1丁目5 13

TEL0178 28 0075　携帯090 3754 8550

代表取締役 L 日 向 俊 男
〈八戸城北LC〉
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Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1Z

　

八
戸
三
八
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長

鈴
木
芳
男
Ｌ
）
は
、
今
年
三
月
に
発
生
し
た

「
大
船
渡
」
「
愛
媛
今
治
」
「
岡
山
市
南

区
」
の
山
林
火
災
で
被
害
に
あ
っ
た
被
災
者

へ
資
金
援
助
す
る
た
め
に
、
ク
ラ
ブ
単
独
で

募
金
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
資
金
要
請
も
あ
る
だ

ろ
う
と
予
測
し
、
募
金
活
動
を
実
施
し
よ
う

と
い
う
こ
と
を
理
事
会
で
決
定
と
な
り
、
例

会
で
承
認
を
得
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
前
「
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
」
「
台

湾
東
部
沖
大
地
震
」
「
能
登
半
島
沖
大
地

震
」
の
際
の
募
金
活
動
で
も
お
世
話
に
な
っ

た
、
八
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
を
し
、
日
程

及
び
場
所
の
確
保
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
メ
ン
バ
ー
10
名
の
協
力
を
戴
き

実
行
い
た
し
ま
し
た
。
他
に
は
「
韓
国
の
山

林
火
災
」
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
地
震
」
等
も
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
活
動
し
な
け
れ
ば
と
メ
ン

バ
ー
全
員
で
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

と
き　

３
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
00
分
〜

　
　
　

午
後
３
時
00
分

と
こ
ろ　

八
食
セ
ン
タ
ー

参
加
者　

10
人
（
総
合
計
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　

 

時
間
／
37
時
間
）

募
金
合
計
金
額
／
１
０
５
，
４
６
６
円

（
幹
事　

Ｌ
上
平　

靖
文
）

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ５R１Z

山
林
火
災
被
災
者
支
援
募
金
活
動

山
林
火
災
被
災
者
支
援
募
金
活
動

（公社）青森県宅地建物取引業協会会員

2R・RC
代表取締役　Ｌ齋藤　弘臣

（弘前東奥ＬＣ）

〒036-8094　弘前市大字外崎２丁目１番地３
〈URL〉www.kyowanet.com　〈E-mail〉info@kyowanet.com

TEL 0172-28-1166

エコ解体と廃棄物処理のプロフェッショナル

2024～2025　332-A地区前ガバナー　名誉顧問会議長

○事業内容／土木工事・解体工事・産業廃棄物処理・収集運搬
○販売品目／・再生砕石・木材チップ・再生砂・RPF・再生土

□本　　　社：青森県青森市大字野沢字川部63番地
□処　分　場：青森県青森市大字野沢字川部1 1外
□荒川事務所：青森県青森市大字荒川字品川126 1
□盛岡営業所：岩手県盛岡市南大通3丁目4 19
　　　　　　　大矢建設工業㈱盛岡ビル4F

代表取締役　L大　矢　 　進

■代表Tel：017－739－5205　 ■代表Fax：017－739－6848
■HP：http://www.ooyaken.co.jp/ 　　■E-mail:ooya-info@ooyaken.co.jp  
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Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1Z

　

設
置
か
ら
半
年
間
で
、
協
力
い
た
だ
い

た
中
古
メ
ガ
ネ
は
、
約
３
０
０
個
近
く
に

も
な
り
ま
し
た
が
、
利
用
で
き
そ
う
な
分

を
点
検
し
た
結
果
、
２
６
０
個
を
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
へ
送
る
た
め
に
箱
詰
め
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
「
八
食
セ
ン

タ
ー
」
に
眼
鏡
収
集
箱
を
設
置
し
、
継
続

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
八
戸
三
八
城
Ｌ
Ｃ
幹
事　

Ｌ
上
平　

靖
文
）

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
推
定
で
は
、
未
だ
１
億
２
０

０
０
万
人
の
人
々
が
矯
正
で
き
ず
に
視
力

が
損
な
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

八
戸
三
八
城
Ｌ
Ｃ
（
会
長　

鈴
木　

芳

男
）
は
、
今
年
度
の
ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
眼
鏡
リ
サ
イ
ク

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
行
す
る
に
あ
た

り
、
ク
ラ
ブ
三
役
が
率
先
し
、
眼
鏡
収
集

箱
の
作
成
に
協
力
金
を
拠
出
し
、
昨
年
９

月
か
ら
「
八
食
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
し
ま

し
た
。

中
古
眼
鏡
回
収
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

中
古
眼
鏡
回
収
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ５R１Z

４月10日㈭

　

事
前
に
告
知
用
の
チ
ラ
シ
を
各
ク
ラ
ブ

へ
配
布
し
、
メ
ン
バ
ー
は
勿
論
、
メ
ン

バ
ー
の
会
社
関
連
の
方
々
か
ら
も
多
数
の

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
場

所
柄
、
八
戸
市
の
職
員
の
方
々
か
ら
も
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
単
独
で
実
施
す
る
に
は
、
な
か

な
か
厳
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
の

で
、
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
長
き

に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
５
Ｒ
で
は
、
可
能
な
限
り
協

力
し
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

と
き　

４
月
11
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
４
時
00
分

と
こ
ろ　

八
戸
市
役
所
本
館
前

参
加
者　

46
人
（
総
合
計
ア
ク
テ
ィ
ビ　

　
　
　
　

テ
ィ
時
間
／
６
９
時
間
）

献
血
受
付
／
65
名

（
採
血
56
名
、
中
止
９
名
）
４
０
０
㎖
×

56
名
＝
２
２
，
４
０
０
㎖

協
力
お
礼
品
／
３
１
，
４
３
０
円

（
卵
10
個
入
り
１
パ
ッ
ク
＋
ゆ
で
卵
４
個

を
１
セ
ッ
ト
を
70
セ
ッ
ト
）
採
血
さ
れ
た

方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

（
担
当
ク
ラ
ブ
／
八
戸
三
八
城
Ｌ
Ｃ
幹
事

　

Ｌ
上
平　

靖
文
）

　

５
Ｒ
オ
ー
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

毎
年
、
春
と
秋
に
合
同
で
献
血
運
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
春
の
分
も
諮
問
委
員
会
で
日
程

を
決
定
し
、
去
る
４
月
11
日
（
金
）
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
八
戸
市
役

所
本
館
前
に
移
動
献
血
車
を
配
置
し
、
ク

ラ
ブ
毎
に
受
付
時
間
を
決
め
献
血
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
、
卵
10
個
入
り
１

パ
ッ
ク
＋
ゆ
で
卵
４
個
を
１
セ
ッ
ト
と
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

５Ｒ合同
アクティビティ

MICHINOKU MONTHLY
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　4月12日（土）、17時30分から青森市アラスカ会館地下一階
「サファイア」において、青森まほろばライオンズクラブ
主催による第7回婚活パーティー ～出逢いで、愛♡～ 
を開催しました。本イベントは地域の独身者に出会
いと交流の機会を提供し、未来につながるご縁を
育むことを目的に企画されたもので、当日は男
性25名・女性21名、計46名の方々にご参加をい
ただきました。
　開会にあたり司会より主催の説明後、会長
Ｌ藤林麗子より本イベントの趣旨とライオン
ズクラブとしての地域貢献への想いが語ら
れ、ユーモアを交えた乾杯により和やかにス
タート。飲食を楽しみながら行われた自己紹
介タイムでは、緊張の中にも笑顔が見られ、続
くインスピレーションタイムでは「第一印象で
気になったお相手」の名前を記入することで、自
然なアプローチのきっかけが生まれました。

　中盤以降のフリートークでは、各席から笑い声が響
くなど、終始活気のある雰囲気の中で交流が進みました。

又ビンゴゲームでは大いに盛り上がり、イベントの最後には告
白カードによるマッチングが行われ、見事5組のカップルが誕生。記念品の贈呈、写真撮影、カップル
より挨拶があり、参加者の多くが「思い切って参加して良かった」と語るなど、手応えと成果のある催
しとなりました。
　閉会に際しては第一副会長Ｌ伊藤廣光より本イベントの成功を讃える挨拶があり、温かな拍手の中で
幕を閉じました。本会を通じて多くの出会いが生まれ、今後の人生の転機となるご縁が育まれることを
心より願っております。

1R2Z機関誌特派員　Ｌ遠藤 直樹

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1ZClose up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 青森まほろばライオンズクラブ1R１Z
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婚活パーティー婚活パーティー



Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1Z

　４月２４日（木）、地域に根ざした奉仕活動を展開する「ひらないDreamライオンズクラブ」は、２月に開

催したほたて産業支援チャリティ事業「2025ドリフェス氷河期ティラノサウルスレースin夜越山」の収益を活

用し、平内町漁業協同組合に漁業用手袋10万円分を寄贈しました。

　この取り組みは、年々厳しさを増す漁業環境の中で、地域の基幹産業であるほたて漁業を少しでも支えたい

という思いから実施されたものです。

　贈呈式は平内町漁協にて執り行われ、ライオンズクラブのＬ三津谷優輝会長から後藤石雄代表理事組合長へ

目録が手渡されました。贈呈の場で、後藤組合長は「漁業従事者にとって手袋は日々の作業に欠かせない道

具。ご支援に心から感謝し、大切に活用させていただきます。」と謝意を述べ、これに対しＬ三津谷会長は

「平内町のほたて漁業を支える方々に役立てていただければうれしい」と述べました。

　ひらないDreamライオンズクラブは、これまでも地域を対象とした支援活動をはじめ、様々な社会貢献活動

を行ってきました。今回の寄贈もその一環であ

り、地域に密着した取り組みとして注目を集めて

います。今後も地域課題解決のための持続可能な

支援活動を継続していくとのことで、さらなる活

動にも期待が高まります。

１Ｒ２Ｚ機関誌特派員 Ｌ遠藤　直樹

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ ひらないDreamライオンズクラブ１R２Z

　

事
前
に
告
知
用
の
チ
ラ
シ
を
各
ク
ラ
ブ

へ
配
布
し
、
メ
ン
バ
ー
は
勿
論
、
メ
ン

バ
ー
の
会
社
関
連
の
方
々
か
ら
も
多
数
の

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
場

所
柄
、
八
戸
市
の
職
員
の
方
々
か
ら
も
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
単
独
で
実
施
す
る
に
は
、
な
か

な
か
厳
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
の

で
、
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
長
き

に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
５
Ｒ
で
は
、
可
能
な
限
り
協

力
し
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

と
き　

４
月
11
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
４
時
00
分

と
こ
ろ　

八
戸
市
役
所
本
館
前

参
加
者　

46
人
（
総
合
計
ア
ク
テ
ィ
ビ　

　
　
　
　

テ
ィ
時
間
／
６
９
時
間
）

献
血
受
付
／
65
名

（
採
血
56
名
、
中
止
９
名
）
４
０
０
㎖
×

56
名
＝
２
２
，
４
０
０
㎖

協
力
お
礼
品
／
３
１
，
４
３
０
円

（
卵
10
個
入
り
１
パ
ッ
ク
＋
ゆ
で
卵
４
個

を
１
セ
ッ
ト
を
70
セ
ッ
ト
）
採
血
さ
れ
た

方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

（
担
当
ク
ラ
ブ
／
八
戸
三
八
城
Ｌ
Ｃ
幹
事

　

Ｌ
上
平　

靖
文
）

　

５
Ｒ
オ
ー
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

毎
年
、
春
と
秋
に
合
同
で
献
血
運
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
春
の
分
も
諮
問
委
員
会
で
日
程

を
決
定
し
、
去
る
４
月
11
日
（
金
）
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
八
戸
市
役

所
本
館
前
に
移
動
献
血
車
を
配
置
し
、
ク

ラ
ブ
毎
に
受
付
時
間
を
決
め
献
血
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
、
卵
10
個
入
り
１

パ
ッ
ク
＋
ゆ
で
卵
４
個
を
１
セ
ッ
ト
と
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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ひらないDreamライオンズクラブがほたて漁業を支援

漁業用手袋 10万円分を平内町漁協に寄贈



CLUB
ACTIVITY

クラブ・アクティビティ

マンスリーレポートの報告で、記念式典や
諸会合出席、チャリティを伴わない大会参
加等は、アクティビティになりません。
本「みちのく誌」のアクティビティ欄には
記載されませんのでご了承ください。

1 

R

な
く
雪
が
多
か
っ
た
た
め
廃
棄
さ
れ
た

ゴ
ミ
が
多
く
残
っ
て
い
た
。

■
青
森
ま
ほ
ろ
ば
L
C
■

４
月
１０
日　

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
２
名

分
を
提
供
（
Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
）
今
村
夏

帆
様
、
山
田
彩
葵
様
。

４
月
１２
日　

第
７
回
婚
活
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
を
企
画
開
催
。

Ｌ
22
名
参
加
。
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
。
そ
の
収
益
金
８
６
，
０
３
８
円
を

事
業
収
入
と
し
た
。

４
月
２０
日　

大
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

青
森
ま
ほ
ろ
ば
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

で
「
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結
式
」
を
元
ガ
バ

ナ
ー
を
含
め
26
名
で
開
催
。
事
業
資
金

３
３
，
８
７
８
円
獲
得
。

■
青
森
L
C
■

４
月
23
日 

青
森
県
立
盲
学
校
後
援
会
協

力
金
と
し
て
１
０
，
０
０
０
円
を
拠
出

（
視
聴
力
保
護
福
祉
・
市
民
）

■
青
森
は
ま
な
す
L
C
■

４
月
１
日 

ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
協

力
、
山
本
恵
子
Ｌ
よ
り
。

■
青
森
か
も
め
L
C
■

４
月 

〇
第
９
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
報
告
「
女
性
の
貧
困
対
策

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
寄
付
金
を
実

施
」
寄
付
金
実
施
報
告
。

　

〇
『
春
の
清
掃
活
動
実
施
』
国
道
７
号

線
環
状
バ
イ
パ
ス
沿
線　

三
内
丸
山
遺

跡
付
近
上
り
・
下
り
道
路
際
歩
道
そ
の

他
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
を

回
収
実
施
し
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
み
て
、
例
年
に

パ
ー
テ
ィ
ー
を
３
月
21
日
に
開
催
。
能

登
半
島
地
震
復
興
支
援
金
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

に
送
金
。
５
０
，
０
０
０
円
。

■
青
森
外
ヶ
浜
L
C
■

４
月
１２
日　

野
木
野
木
和
公
園
の
枝
払

い
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
の
た

め
、
５
，
０
０
０
円
を
協
賛
。

４
月
１２
日　

野
木
和
公
園
の
枝
払
い
・
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。
Ｌ
４
名
、

４
時
間
の
労
力
奉
仕
。

■
青
森
縄
文
L
C
■

４
月
１２
日　

油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

実
施
の
「
野
木
和
公
園
枝
拾
い
」
に
参

加
。
５
名
×
１
時
間
＝
５
時
間
。

４
月
１９
日　

３
３
２
Ｍ
Ｄ　

Ｆ
Ｗ
Ｔ
フ
ェ

ス
タ
in
弘
前
に
て
、
会
場
と
な
る
弘
前

公
園
内
に
於
い
て
、
設
営
・
準
備
の
お

手
伝
い
。
参
加
Ｌ
４
名
×
５
時
間
＝
20

時
間
。

４
月
２９
日　

藤
聖
母
園
と
の
花
見
に
参
加

協
力
。
参
加
Ｌ
６
名
×
４
時
間
。
24
時

間
。

４
月
３０
日　

公
益
社
団
法
人 

国
土
緑
化

推
進
機
構
「
復
旧
支
援
使
途
限
定
募
金

（
山
火
事
）
岩
手
県
大
船
渡
市
等
の
山

火
事
」
に
対
し
、
「
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結

式
」
で
得
た
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
大
間

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
寄
付
。

■
青
森
中
央
L
C
■

４
月
２５
日　

緑
の
羽
根
募
金
協
力
。
５
，

０
０
０
円
。

■
青
森
八
甲
L
C
■

４
月
２３
日　

ク
ラ
ブ
結
成
60
周
年
記
念
事

業
と
し
て

①
青
森
空
港
に
対
し
、
貸
し
出
し
用
ベ

ビ
ー
カ
ー
３
台
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
カ
ー
ト

２
台
を
寄
贈
。
２
５
０
，
０
０
０
円
。

②
青
森
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
対

し
、
の
ぼ
り
旗
10
本
、
名
入
れ
は
ん
て

ん
５
枚
を
寄
贈
。
１
５
０
，
０
０
０

円
。

③
青
森
県
立
青
森
第
二
養
護
学
校
に
対

し
、
屋
外
で
の
子
供
た
ち
の
活
動
の
た

め
の
タ
ー
プ
テ
ン
ト
を
寄
贈
。
２
５

０
，
０
０
０
円
。
（
社
会
福
祉
・
市

民
・
青
少
年
） 

■
青
森
み
ち
の
く
L
C
■

４
月
２５
日　

「
第
14
回
青
森
県
産
酒
・
新

酒
を
楽
し
む
夕
べ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
・

パ
ー
テ
ィ
ー
を
３
月
21
日
に
開
催
。
薬

物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

国
連
支
援
募
金
に
協
力
。
５
０
，
０
０

０
円
。

４
月
２５
日　

「
第
14
回
青
森
県
産
酒
・
新

酒
を
楽
し
む
夕
べ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
・

2025

4月

13

MICHINOKU MONTHLY



４
月
23
日　

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
80
ド
ル
献
金
２
名

Ｌ
岡
井
眞
、
Ｌ
佐
藤
一　

２
４
，
０
７

４
円
。

■
弘
前
東
奥
L
C
■

４
月
１
日　

３
月
30
日
開
催
弘
前
栄
Ｌ
Ｃ

認
証
状
伝
達
式
記
念
品
贈
呈
Ｇ
Ｌ
Ｔ
・

Ｇ
М
Ｔ
委
員
会
事
業
費
４
９
，
９
７
０

円
。

４
月
１
日　

３
３
２
複
合H

a
p
p
y

フ
ェ
ス

タ
in
弘
前　

広
告
協
賛　

Ｆ
Ｗ
Ｔ
委
員

会
事
業
費
：
２
１
，
０
０
０
円
。

４
月
17
日　

弘
前
東
奥
Ｌ
Ｃ
・
東
京
上
野

東
Ｌ
Ｃ
姉
妹
盟
約
調
印
式
記
念
植
樹　

植
樹
り
ん
ご
苗
、
記
念
看
板　

交
流
委

員
会
事
業
費
：
１
０
，
３
４
０
円
。

４
月
23
日　

新
一
年
生
お
め
で
と
う
広
告

協
賛　

青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
事
業

費
：
１
１
，
０
０
０
円
。

■
弘
前
チ
ェ
リ
ー
L
C
■

４
月
24
日　

３
３
２-

Ａ
地
区
中
古
眼
鏡

回
収
事
業
協
力
。
提
供
数
3
本
。
協
力

Ｌ
1
名
。

４
月
28
日　

陸
奥
新
報
社
「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」
協
賛　

事
業
費
１

１
，
０
０
０
円
。

■
岩
木
L
C
■

４
月
８
日
〜
10
日　

「
新
入
学
児
童
交
通

安
全
指
導
」
参
加
Ｌ
13
名 

Ｆ
М
2
名 

奉
仕
時
間
3
h

■
弘
前
中
央
L
C
■

４
月
24
日　

３
３
２-

Ａ
地
区
中
古
眼
鏡

■
ひ
ら
な
い
D
r
e
a
m 

L
C
■

４
月
２４
日 

「
２
０
２
５
ド
リ
フ
ェ
ス　

目
録
贈
呈
式
」

　

場
所
：
平
内
町
漁
業
協
同
組
合

　

内
容
：
２
月
に
開
催
し
た
「
２
０
２
５

ド
リ
フ
ェ
ス
」
は
ホ
タ
テ
産
業
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
10
万

円
分
の
漁
業
用
手
袋
を
平
内
町
漁
業
協

同
組
合
に
寄
贈
す
る
事
に
決
ま
っ
た
。

そ
の
目
録
贈
呈
式
を
開
催
し
た
。

■
青
森
О
c
e
a
n 

L
C
■

４
月
12
日 

油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

実
施
の
「
野
木
和
公
園
枝
拾
い
」

　

青
森
外
ヶ
浜
Ｌ
Ｃ
、
青
森
縄
文
Ｌ
Ｃ
と

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

　

参
加
13
名
×
１
時
間
。

４
月
18
日 

H
a
p
p
y

フ
ェ
ス
タ
in
弘
前　

２

名
参
加
。

■
弘
前
L
C
■

４
月
３
日　

弘
前
・
白
神
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ

ソ
ン
大
会
協
賛
金
１
５
，
０
０
０
円
。

４
月
７
日　

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
80
ド
ル
献
金
５
名

Ｌ
横
山
航
平
、
Ｌ
熊
谷
さ
く
ら
、
Ｌ
石

塚
徹
、
Ｌ
石
澤
敏
行
、
Ｌ
木
村
和
生　

６
０
，
１
８
５
円
。

４
月
７
日　

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
80
ド
ル
献
金
１
名

Ｌ
三
上
博
明　

１
２
，
０
３
７
円
。

４
月
21
日　

新
一
年
生
お
め
で
と
う
特
集

広
告
協
賛　

１
１
，
０
０
０
円
。

４
月
19
日　

東
公
園
に
桜
植
樹

　

￥
１
０
，
０
０
０
。

■
平
賀
L
C
■

４
月
24
日　

中
古
眼
鏡
回
収
事
業
へ
の
参

加
と
し
て
、
会
員
か
ら
19
本
回
収
し
送

付
。

４
月
24
日　

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
協

力
が
あ
り
、
お
礼
と
し
て
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
１
，
０
０
０
円
。

■
田
舎
館
L
C
■

３
月
12
日　

令
和
７
年
田
舎
館
村
新
入
生

用
交
通
防
犯
用
具
贈
呈
式
を
３
月
第
１

例
会
の
席
上
で
開
催
。
青
少
年
健
全
育

成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
田
舎
館
村
立

田
舎
館
小
学
校
（
校
長
中
村
康
氏
）
を

お
招
き
し
、
４
月
の
新
入
児
童
40
名
分

の
蛍
光
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー(

３
２
０

×
41)

＋
６
５
０
×
10
％
を
贈
呈
。
事

業
継
続
年
数
45
年
。
事
業
費
￥
１
５
，

１
４
７
円
。

回
収
事
業
協
力
。
提
供
数
28
本
。
協
力

Ｌ
2
名
。

４
月
28
日　

陸
奥
新
報
社
「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」
協
賛　

事
業
費
１

１
，
０
０
０
円
。

■
弘
前
津
軽
L
C
■

４
月
15
日　

令
和
7
年
度
河
川
占
用
料　

　

事
業
費　

２
２
５
円
。

４
月
20
日　

春
季
河
川
清
掃

　

於
：
弘
前
市
下
堅
田
橋
付
近

　

参
加
Ｌ
19
名　

各
Ｌ
１
．
５
ｈ

　

事
業
費　

９
，
８
０
３
円
。

■
弘
前
西
L
C
■

４
月
１
日　

通
学
路
清
掃
奉
仕
活
動　

弘

前
市
致
遠
小
学
校
通
学
路
に
て
実
施
、

参
加
Ｌ
６
人
、
延
べ
２
時
間
。

４
月
14
日　

陸
奥
新
報
社
「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」
協
賛　

事
業
費
１

１
，
０
０
０
円
。

■
黒
石
L
C
■

４
月
13
日　

第
40
回
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
黒
石
烏
城
Ｌ
Ｃ
・
黒
石
商
工
会
議
所

と
３
団
体
合
同
で
開
催
。
４
０
０
㏄
40

名
に
比
重
不
足
等
で
献
血
で
き
な
か
っ

た
方
９
名
、
合
計
49
名
の
方
々
に
当
ク

ラ
ブ
よ
り
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
と
ク
ッ

キ
ー
詰
め
合
わ
せ
を
差
し
上
げ
た
。

　

参
加
Ｌ
15
名　

￥
３
０
，
０
０
０
。
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３
月
12
日　

令
和
７
年
田
舎
館
村
新
入
生

用
交
通
防
犯
用
具
贈
呈
式
を
３
月
第
１

例
会
の
席
上
で
開
催
。
青
少
年
健
全
育

成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
田
舎
館
村
立

田
舎
館
小
学
校(

校
長
中
村
康
氏)

を
お

招
き
し
、
４
月
の
新
入
児
童
40
名
分
の

防
犯
ブ
ザ
ー(

６
３
６
．
４
×
40
×

10
％)

を
贈
呈
。
事
業
継
続
年
数
15

年
。
事
業
費
￥
２
８
，
０
０
０
円
。

３
月
13
日　

令
和
７
年
田
舎
館
村
新
入
生

用
交
通
防
犯
用
具
贈
呈
式
を
田
舎
館
村

立
田
舎
館
中
学
校(

校
長
工
藤
学
氏)

で

行
な
っ
た
。
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の

一
環
と
し
て
４
月
の
新
入
生
47
名
分
の

自
転
車
反
射
材
（
サ
イ
ク
ル
リ
フ
レ
ク

タ
ー
／
２
個
セ
ッ
ト(

１
３
０
×
46)

＋

６
５
０
×
10
％
と
し
て
７
，
２
９
３
円

を
贈
呈
。
事
業
継
続
年
数
25
年
。
事
業

費
７
，
２
９
３
円
。

３
月
17
日　

２
０
２
４-

25
年
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

＄
20
ド
ル
献
金
を
国
際
協
会
送
金
専
用

口
座
へ
送
金
。
事
業
費(

１
４
９
．
９

０
５
６
６
７
×
＄
20
×
13
名)

３
８
，

９
７
６
円
。
参
加
Ｌ
13
名
。

４
月
９
日　

４
月
第
１
例
会
で
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
獲
得
。
事
業
資
金
獲
得
額

￥
６
，
０
０
０
円
。
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
参

加
Ｌ 

６
名
。

４
月
23
日　

４
月
第
２
例
会
で
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
獲
得
。
事
業
資
金
獲
得
額

￥
５
，
０
０
０
円
。
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
参

加
Ｌ 

５
名
。

■
五
所
川
原
L
C
■

４
月
22
日 

 

緑
の
羽
根
募
金
５
，
０
０
０

円
送
金
。

■
鶴
田
L
C
■

４
月
９
日　

春
の
交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓

発
。
通
学
中
の
子
供
た
ち
に
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
を
呼
び
か
け
た
。
参
加
Ｌ
．

３
名
。

４
月
12
日　

鶴
田
町
ク
リ
ー
ン
運
動
に
参

加
。
本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
散

乱
が
目
立
つ
、
冬
期
間
の
ポ
イ
捨
て
ゴ

ミ
拾
い
。
鶴
田
町
鶴
寿
公
園
周
辺
で
活

動
。
参
加
Ｌ
．
３
名
。

■
五
所
川
原
中
央
L
C
■

４
月
28
日
　
緑
の
羽
根
募
金
２
，
０
０
０

円
送
金
。

■
つ
が
る
L
C
■

４
月
　
・
３
Ｒ
３
Ｚ
合
同
献
血
奉
仕
で
献

血
者
へ
の
景
品
２
０
，
０
０
０
円
分
を

贈
呈
。

　

・
成
分
献
血
１
名 

(

Ｌ
小
山
内 
１
１

０
回
目)

。

■
中
泊
L
C
■

４
月
20
日　

つ
が
る
市
イ
オ
ン
柏
で
開
催

の
３
Ｒ
３
Ｚ
合
同
献
血
奉
仕
事
業
へ
、

献
血
協
力
者
へ
の
粗
品
代
30
個
１
７
，

７
７
６
円
贈
呈
し
ま
し
た
。

■
十
和
田
L
C
■

４
月
８
日　

十
和
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
中
古
メ
ガ
ネ
収
集
活
動
」
へ
協
力　

＊
日
時
：
２
０
２
５
年
４
月
３
日
18
時

30
分　

　

＊
場
所
：
サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
わ
だ　

＊
中
古
メ
ガ
ネ
合
計
：
９
本　

　

＊
内
容
：
前
回
は
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
が
ク

ラ
ブ
訪
問(

十
和
田
地
区
３
ク
ラ
ブ
合

同
例
会)

で
お
越
し
に
な
ら
れ
た
際

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
重
点
分
野
の
一
つ

『
視
力
保
護
』
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

「
中
古
メ
ガ
ネ
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
回
は
ク
ラ
ブ
単
体
で
「
中
古
メ
ガ
ネ

収
集
活
動
」
を
実
施
し
会
員
へ
協
力
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｌ
小
松
﨑
壽
志 

名

誉
顧
問
よ
り
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

４
月
８
日　

十
和
田
Ｌ
Ｃ
「
Ｆ
Ｗ
Ｔ
奉
仕

活
動
・
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
実
施　

＊
賛
同
美
容
室
：
け
い
こ
美
容
室
（
パ

シ
オ
ン
）　

　

＊
参
加
者
数
：
３
名　

　

＊
事
業
費
：
５
２
３
円　

　

＊
内
容
：
当
ク
ラ
ブ
女
性
会
員
の
Ｌ
小

笠
原
恵
子
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
。
市

民
に
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理

解
を
求
め
協
力
者
を
募
り
、
今
回
は
３

名
分
の
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4 
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４
月
26
日　

献
血
運
動
実
施
。　

　

＊
場
所
：
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

十
和
田
店　

10
：
00
～
16
：
00　

　

＊
詳
細
は
来
月
報
告
。

■
十
和
田
お
い
ら
せ
L
C
■

４
月
８
日　

「
Ｆ
Ｗ
Ｔ
奉
仕
活
動
！
ヘ
ア

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
実
施
。　

　

＊
賛
同
美
容
室
：
ク
リ
ー
ン
美
容
室 

＊
参
加
者
数
：
１
名　

　

＊
事
業
費
：
５
２
３
円　

　

＊
内
容
：
当
ク
ラ
ブ
幹
事(

Ｌ
国
分 

健)

が
中
心
と
な
り
今
年
度
か
ら
Ｆ
Ｗ

Ｔ
活
動
を
始
動
。
賛
同
美
容
室
「
ク

リ
ー
ン
美
容
室
」
よ
り
、
今
回
は
１
名

の
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。

４
月
13
日　

「
家
族
清
掃
奉
仕
事
業
（
２

回
目
）
」
実
施
。　

　

＊
時
間　

11
：
00
～
12
：
00　

　

＊
清
掃
場
所
：
４
号
線
バ
イ
パ
ス
の
歩

道　

　

＊
事
業
費
：
２
１
，
９
６
０
円　

　

＊
参
加
者
数
：
Ｌ
10
名　

　

＊
内
容
：
国
道
４
号
線
バ
イ
パ
ス
周
辺

の
歩
道
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
清
掃
い
た

し
ま
し
た
。
お
花
見
に
十
和
田
市
に
来

る
観
光
客
の
方
を
少
し
で
も
気
持
ち
よ

く
お
迎
え
で
き
れ
ば
と
願
い
実
施
し
ま

し
た
。
わ
ず
か
な
時
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
量
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
一
同
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
参
加
し
た

■
十
和
田
稲
生
L
C
■

４
月
19
日
〜
20
日　

「
陸
中
宮
古
Ｌ
Ｃ
交

流
訪
問
」
合
同
例
会
開
催
。　

　

＊
内
容
：
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
目
的
に
陸

中
宮
古
Ｌ
Ｃ
と
懇
親
合
同
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。　

　

＊
参
加
者
：
５
名　

　

＊
事
業
費
：
２
５
，
０
０
０
円(

会
食

費
及
び
交
通
費
な
ど)

吉
澤
ガ
バ
ナ
ー

へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

４
月
19
日　

「
大
船
渡
森
林
火
災
見
舞

金
」
寄
付
。　

　

＊
内
容
：
陸
中
宮
古
Ｌ
Ｃ
を
通
じ
て
、

深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
船
渡
森

林
火
災
の
見
舞
金
と
し
て
寄
付
。　

　

＊
協
力
者
：
10
名(

当
ク
ラ
ブ
５
名
、

陸
中
宮
古
Ｌ
Ｃ
５
名)

　

　

＊
寄
付
合
計
額
：
３
７
，
０
０
０
円

（
当
ク
ラ
ブ
２
３
，
０
０
０
円
、
陸
中

宮
古
Ｌ
Ｃ
１
４
，
０
０
０
円
）

皆
さ
ん
と
楽
し
く
昼
食
会
を
い
た
し
ま

し
た
。

４
月
23
日　

「
献
血
運
動
協
力
奉
仕
・
２

回
目
」
実
施　

　

＊
時
間　

13
：
00
～
16
：
00
ま
で　

　

＊
場
所
：
十
和
田
東
病
院　

　

＊
参
加
者
数
：
Ｌ
８
名　

　

＊
内
容
：
今
年
度
２
回
目
の
献
血
奉
仕

運
動
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
の
方
々
へ

献
血
ご
協
力
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
協

力
者
に
は
玉
子
を
進
呈
し
ま
し
た
。
＊

結
果
：
献
血
協
力
者
数
30
名
、
採
血
者

数
４
０
０
㎖
：
25
名
、
合
計
１
０
，
０

０
０
㎖　

　

＊
事
業
費
：
１
１
，
０
３
８
円
（
献
血

者
へ
の
玉
子
代
等
）
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■
む
つ
L
C
■

４
月
６
日　

む
つ
市
旭
町
ユ
ニ
バ
ー
ス
前

に
て
、
移
動
献
血
車
の
日
程
に
併
せ

て
、
献
血
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
。
献
血
の
呼
び
込
み
と
協
力
者
へ
卵

１
パ
ッ
ク
の
進
呈
を
行
い
、
献
血
セ
ン

タ
ー
の
目
標
43
名
を
上
回
る
58
名
の

方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
事
業
費
１
０
，
０
０
０
円
】

■
八
戸
L
C
■

４
月
11
日　

５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
に
Ｌ
８

名
参
加
。
献
血
者
３
名
、
ク
ラ
ブ
負
担

金
１
１
，
８
８
０
円
。

４
月
17
日　

令
和
７
年
度
春
季
緑
の
募
金

６
，
５
０
２
円
。

４
月
19
日　

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
３
名
分

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
送
付
。

４
月
25
日　

八
戸
城
北
Ｌ
Ｃ
主
催
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
お
花
見
会
に
12
名
参
加
。
協
賛

金
１
０
，
０
０
０
円
。

４
月
26
日　

蕪
嶋
ま
つ
り
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
屋
台
を
出
店
し
た
八
戸
う
み
ね

こ
Ｌ
Ｃ
へ
協
賛
金
１
０
，
０
０
０
円
。

■
八
戸
城
北
L
C
■

４
月
11
日　

５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
負
担
金

４
，
１
８
０
円
。

４
月
24
日　

３
３
２-

Ａ
地
区
中
古
眼
鏡

回
収
事
業
寄
付
（
25
個
）

４
月
25
日　

青
森
県
緑
化
推
進
委
員
会
緑

の
募
金　

５
，
０
０
０
円
寄
付
。

■
八
戸
う
み
ね
こ
L
C
■

４
月
11
日　

５
Ｒ
合
同
献
血
が
八
戸
市
庁

前
で
開
催
さ
れ
、
14
名
の
メ
ン
バ
ー
に

献
血
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

４
月
18
日
〜
19
日　

３
３
２
複
合
地
区
Ｆ

Ｗ
Ｔ　

H
A
P
P
Y

フ
ェ
ス
タ
㏌
弘
前
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
か
ら
１
名

参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
。
。

■
三
戸
L
C
■

４
月
26
日
〜
27
日　

三
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
杯
八
戸
・
三
戸
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
春
季
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
八
戸

市
と
三
戸
郡
の
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
女
子
17
校
・
男
子
７
校
が
参
加
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
八
戸
き
れ
い
海
L
C
■

４
月
６
日　

月
度
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（
市

川
海
岸
）

　
　

大
人
10
人　

子
供
６
人
。

■
八
戸
中
央
L
C
■

４
月
11
日　

合
同
献
血
運
動
に
参
加
。
分

担
金
９
，
４
６
０
円
。

４
月
30
日　

中
古
メ
ガ
ネ
回
収
。
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
送
付
９
本
。

■
八
戸
白
鴎
L
C
■

４
月
11
日　

５
Ｒ
合
同
「
献
血
運
動
」
に

参
加
、
参
加
Ｌ
４
名
負
担
金
４
，
４
０

０
円
。

４
月
25
日　

八
戸
城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
お
花
見
・
ｉ
ｎ
・
南

部
会
館
に
10
名
参
加
。
協
賛
金
１
０
，

０
０
０
円
。

４
月
26
日　

八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
「
蕪
島
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
」

に
協
賛
金
５
，
０
０
０
円
。

■
八
戸
東
L
C
■

４
月
11
日　

５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
を
開

催
。
参
加
Ｌ
３
名
、
負
担
金
８
，
３
６

０
円
。

４
月
11
日　

会
員
の
家
族
が
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
送

付
。

４
月
15
日　

中
古
メ
ガ
ネ
20
個
を
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
へ
送
付
。

４
月　

八
戸
城
北
Ｌ
Ｃ
主
催
「
Ｌ
Ｃ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
お
花
見
会
㏌
南
部
会
館
」
に

参
加
。
参
加
Ｌ
４
名　

協
賛
金
１
０
，

０
０
０
円
。

４
月
26
日　

八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
「
蕪
島
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
」

に
協
賛
金
５
，
０
０
０
円
。

■
八
戸
田
名
部
組
■

４
月
23
日　

募
金
活
動
実
施
。
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ライオンズクラブ国際協会332-Ａ地区第71回年次大会
2025 年５月17 日㈯　
記念ゴルフ大会
■場所/ 津軽カントリークラブ

2025 年５月18 日㈰　
代議員会・大会式典
■場所/ 弘前市民会館

大会前夜祭
■場所/ フォルトーナ

ガバナー晩餐会
■場所/ 弘前公園市民広場

　去る5月17日(土)・18日(日)、弘前市にて開催された第71回年次大会には、約560名の会員が集い、盛大
に執り行われました。
　1日目：5月17日(土)大会初日はゴルフ大会からスタート。参加者同士の親睦を深めながら、熱戦が繰
り広げられました。夜には前夜祭が開かれ、ゴルフの表彰式も併せて行われ、交流を深める場となりま
した。
　2日目：5月18日(日)午前9：15より、資格審査委員会・議事運営委員会・指名選挙委員会が開催され、
その後代議員会が10：00～11：45に実施。クラブ運営に関する重要な議題が審議されました。
午後1:00からは大会式典が始まり、L吉澤俊寿地区ガバナーによる開会宣言と開会ゴングで開会しまし
た。大会委員長L竹内昭三の歓迎挨拶、続いてご来賓祝辞をいただきました。その後、名誉顧問会議長L
大矢進より指名選挙委員会の結果報告がなされました。
　ライオンズクラブの社会貢献活動の一環として、国際平和ポスターコンテストの表彰、輝く未来へ子
ども応援プロジェクトの表彰が行われました。また、国際会長アワード伝達、地区ガバナーアワード発
表並びに表彰が実施され、クラブの功績が讃えられました。
　後半には、次期体制への移行として、ガバナーエレクト、次期第一、第二副地区ガバナーの入場と紹
介がL吉澤俊寿ガバナーよりユーモアを交えて紹介されました。
　その後、ガバナーキーがL吉澤俊寿ガバナーからL藤田鉄哉ガバナーエレクトに引き継がれました。L
藤田鉄哉ガバナーエレクトより次期ガバナーテーマとアクティビティスローガンが発表され、今後のク
ラブ運営に向けた新たなスタートが切られました。
　最後に、次期キャビネット幹事・会計の紹介と次期開催地とホストクラブの発表を経て、名誉顧問会
議長L大矢進のライオンズローア三唱が行われ、大会長L吉澤俊寿地区ガバナーの閉会宣言・閉会ゴング
が鳴らされ、熱気あふれる大会は閉幕しました。
　ガバナー晩餐会は、弘前市民広場にて屋外で開催され、キッチンカーや飲み物ブースが出店し、会場
は終始賑わいを見せました。開放的な雰囲気の中で、参加者同士が交流を深めながら、盛大な宴の時間
を楽しみました。
　約560名の参加者が集い、クラブの理念を再確認しながら充実した時間を過ごした今回の大会。新体
制のもと、さらなる発展を目指し、次年度に向けた活動へと歩みを進めていきましょう！
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視聴覚・言語障がい者福祉委員会、
事業資金獲得委員会共同事業

小児がん支援、アップルスタンド

代議員会並びに代議員総会

第７１回年次大会式典  地区ガバナー L吉澤俊寿  入場

第７１回年次大会式典  来賓並びに大会役員 大会委員長 L竹内昭三 歓迎のご挨拶

花束贈呈閉会宣言ガバナー晩餐会

国際平和ポスター展



　昨年９月から今年 1 月にかけて、県・市の首長４ヶ所へ表敬訪問をキャビネット４役にてご挨拶と近
況報告を行いました。

MICHINOKU MONTHLY

表敬訪問報告

8月 6日：弘前市長　櫻田　宏様 9月 17日：青森市長　西　秀記様

9月 18日：青森県知事　宮下　宗一郎様 1月 10日：八戸市長　熊谷　雄一様
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ＳＣＰ活動報告ＳＣＰ活動報告
１．ＳＣＰの現状について

２．ＳＣＰの課題

１R１Z
　　青森BLUE  ………………（１７名）
　　青森ネクストリーダ………（２４名）
１R２Z
　　ひらないDream …………（２８名）
　　青森Ocean ………………（２５名）
　　青森ゴルフ…………………（２２名）
　　青森縄文さくら支部………（予　定）
２R１Z
　　弘前SDGs…………………（２４名）
　　弘前ALERT………………（２１名）
　　弘前栄………………………（３０名）

①　国際会費、複合地区会費、地区会費等で年間約
　　２４,０００円の負担
②　アクティビィティの活動費
　　活動費を伴わない活動…清掃活動、募金
　　活動等
③　事業資金の獲得
　　行政の協賛があると、スケールメリット
　　等効果あり

３．ＳＣＰの今後について

①　ＳＣＰクラブ同士の交流、アクティビィティの報
　　告会、成功事例の共有、合同アクティビティ等に
　　よる連携
②　スポンサークラブ、ガイディングライオンのサポ
　　ートによるアクティビィティの成功体験
③　やりがい、達成感を充実させ、楽しいライオンズ
　　ライフの実現

４R２Z
　　下北ネクスト………………（２９名）
５R１Z
　　八戸きれい海………………（２６名）
　　八戸ゴルフ…………………（３３名）
　　八戸ばんらぼ………………（１９名）
５R２Z
　　五戸お祭り…………………（１５名）
　　八戸田名部…………………（２０名）

計３３３名
（　）内は２月末現在の会員数
（弘前栄については、３月３０日現在）

●地区
・年次大会・公式訪問・各種セミナー・献金等については、一般クラブと同様に全て案内するが、スペシャルティク
ラブ側の対応は自由とする。

・公式訪問時の三役面談は、ガバナーと触れ合うことのできる数少ない機会なので、できる限り参加していただきたい。
・不参加の場合でもクラブコンテストの減点対象とはしない。（減点しないとクラブコンテストに際し一般クラブとの
不公平感が生まれる恐れがありそうだが、スペシャリティクラブは奉仕の分野が限られているため、加点する活動
にも参加は少ないと予想され、高得点は出づらいと考える）

・参加が無かったセミナーの資料は、スポンサークラブが紙媒体でもデジタルでも良いので出来るだけ提供すること
が望ましい。（参加しなかった一般クラブに対しても同様）

●リジョン・ブラザークラブ
・周年・諮問委員会・合同ACT等について、案内を出す。ただし参加・不参加については各スペシャルティクラブ・キャ
ンパスクラブの裁量に任せ、強制はしない。会議のみ参加で懇親会は欠席ということもあるかもしれないが、寛容
の精神で受け入れてほしい。

・リジョンの各行事のローテーションには入れない。ただし、サポートするポジションに置くものとする。
・周年時のお祝い金や参加人数については、財政的に脆弱なクラブであることを考慮してほしい。
・幹事会・三役会は案内を出すが、出欠については各スペシャルティクラブ・キャンパスクラブの裁量に任せ、強制
はしない。欠席の場合は議事録・資料等は当番クラブが資料を送信する。

●キャンパスクラブ
・会員の年齢的にはレオクラブに近い存在であり、スペシャルティクラブ以上に各種行事に対応できる幅が狭いと考
えられるので、更に寛容の精神で接していただきたい。

・公式訪問時の三役面談は、スペシャルティクラブと同様に、ガバナーと触れ合うことのできる数少ない機会なので、
できる限り参加していただきたい。

※スペシャルティクラブプログラムは (ＳＣＰ) は、共通の関心や情熱を持つ会員により構成されたクラブで、主婦や、
一般サラリーマン、学生等が多く参加されています。
　その為、既存クラブのように会社役員や個人事業者は少なく、財政的基盤が弱い為、年会費を低く
　設定しています。基本的にはアクティビティ重視のクラブで、費用の掛かる行事の参加は自由裁量としています。
ライオンズの『権利においては既存クラブと同一でおかしいのでは』と言う意見もございますが、基本的には、上
記の通り、アクティビティ重視がＳＣＰたる所以です。どうかご理解頂きますようお願い申し上げます。

ＧＥＴコーディネーター　　Ｌ釆田　信之（青森みちのくＬＣ）
ＧＭＴコーディネーター　　Ｌ山内　竜一（弘前東奥ＬＣ）
ＧＥＴ副コーディネーター　Ｌ来海　伸博（青森中央ＬＣ）
ＧＥＴ副コーディネーター　Ｌ門前　孝治（弘前ＬＣ）

ＧＭＴ副コーディネーター　Ｌ加藤　正彦（黒石烏城ＬＣ）
ＧＭＴ副コーディネーター　Ｌ工藤美智子（青森縄文ＬＣ）
ＳＣＰ委員長　　　　　　　Ｌ福士　秀文（弘前東奥ＬＣ）
ＳＣＰ委員　　　　　　　　Ｌ沼田　正之（八戸きれい海ＬＣ）

ライオンズクラブ国際協会３３２－Ａ地区 統一見解　スペシャルティクラブと地区・リジョン・ブラザークラブとの関わり方について

ライオンズクラブ国際協会３３２－Ａ地区２０２４－２０２５年度ＳＣＰ委員会
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送金月日 氏　　　　名 所属 LC 献金額 (円 )
４月７日
４月７日
４月７日
４月７日
４月７日
４月９日
４月23日
４月23日
４月23日
４月23日
４月23日
４月23日
４月28日
４月28日

弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前
弘前

12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037
12,037

横　山　航　平
石　澤　敏　行
石　塚　　　徹
木　村　和　生
熊　谷　さくら
三　上　博　明
藤　田　和　美
小　林　二　郎
三　浦　洋　一
齋　藤　貴　之
伊　東　重　豪
三　橋　一　晃
岡　井　　　眞
佐　藤　　　一

LCIF100ドル 献金

送金月日 クラブ名 献　　金 献金額 (円 )

４月４日

４月４日

４月25日

クラブ寄付能登地震
クラブ寄付ロス山火事
クラブ寄付能登地震

46,655
46,655
50,000

三 沢 木 崎 野
三 沢 木 崎 野
青 森 み ち の く

その他献金クラブ

MICHINOKU MONTHLY
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332-A地区 新入会員紹介 2025年4月入会・合計6名

クラブ名 会員名（ふりがな） 職　　業 スポンサー
青 森 ゴ ル フ
弘 前 津 軽
下北ネクスト
八 戸

飲食業

保険業

浄化槽管理

放送業

L平　山　法　人

L吉　澤　俊　寿

L千　葉　博　之

L田名部　智　之

下　澤　佳　子
今　　　朋　浩
阿　保　一　成
井　村　昌　彦

（しもさわ　けいこ）

（こん　ともひろ）

（あぼ　かずなり）

（いむら　まさひこ）

【正会員】

クラブ名 会員名（ふりがな） 職　　業 スポンサー
弘 前 東 奥 IT 関連事業 L藤　田　慎太郎髙　谷　尚　宏 （たかや　なおひろ）

【賛助会員】

クラブ名 会員名（ふりがな） 職　　業 スポンサー
八 戸 三 八 城 L 大久保　敏　子林　下　真　弓 （はやしした　まゆみ）

【家族会員】



332-A地区会員動向 ServannA(基本集計表）による LC数／ 64　2025年4月30日付
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R Z ク ラ ブ 名 3月末 4月末 内家族会員 内賛助会員 増減 R Z クラブ名 3月末 4月末 内家族会員 内賛助会員 増減

青 森 50 50 6 5 0 つ が る 23 23 0 0 0

青 森 う と う 31 31 9 6 0 鯵 ヶ 沢 27 27 6 0 0

青 森 は ま な す 30 30 0 4 0 中 泊 19 19 2 0 0

青 森 か も め 16 16 0 0 0 小 計 69 69 8 0 0

青 森 ま ほ ろ ば 46 46 7 7 0 409 409 64 12 0

青 森 ね ぶ た 33 33 0 2 0 三 沢 38 38 8 4 0

青 森 Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 32 32 1 2 0 十 和 田 37 37 9 5 0

青 森 Ｂ Ｌ Ｕ Ｅ 17 17 0 0 0 十 和 田 稲 生 19 19 5 4 0

青森ネクストリーダー 24 24 0 0 0 野 辺 地 11 11 3 1 0

小 計 279 279 23 26 0 十和田おいらせ 25 25 1 5 0

青 森 中 央 38 38 4 0 0 三 沢 木 崎 野 52 52 17 1 0

青 森 八 甲 26 26 4 0 0 小 計 182 182 43 20 0

青 森 み ち の く 17 17 3 1 0 む つ 60 59 16 8 -1

青 森 外 ヶ 浜 19 19 0 1 0 東 通 31 30 11 0 -1

青 森 縄 文 15 15 1 2 0 大 間 16 16 4 0 0

青 森 み ら い 28 28 4 2 0 む つ み ら い 10 10 2 0 0

ひらないDream 28 28 7 0 0 下 北 ネ ク ス ト 29 30 0 0 1

青 森 Ocean 26 26 1 0 0 小 計 146 145 33 8 -1

青 森 ゴ ル フ 23 24 0 0 1 328 327 76 28 -1

小 計 220 221 24 6 1 八 戸 64 65 7 4 1

499 500 47 32 1 八 戸 三 八 城 19 20 2 2 1

弘 前 87 86 27 6 -1 八 戸 城 北 31 31 9 3 0

弘 前 東 奥 56 57 21 3 1 八 戸 う み ね こ 58 58 2 0 0

弘 前 SDGs 24 24 7 0 0 三 戸 29 29 2 5 0

弘 前 ALERT 21 21 6 0 0 八 戸 き れ い 海 26 26 3 0 0

弘 前 栄 30 30 2 3 0 八 戸 ゴ ル フ 33 33 0 0 0

小 計 218 218 63 12 0 八戸工大ばんらぼ 19 19 0 0 0

弘 前 チ ェ リ ー 44 44 9 2 0 小 計 279 281 25 14 2

岩 木 19 19 0 0 0 八 戸 中 央 53 53 4 6 0

弘 前 中 央 16 16 3 2 0 八 戸 白 鷗 22 21 2 2 -1

弘 前 津 軽 45 46 6 3 1 八 戸 東 51 51 13 0 0

弘 前 西 20 19 5 1 -1 五 戸 お 祭 り 16 16 0 0 0

小 計 144 144 23 8 0 八 戸 田 名 部 組 20 20 0 0 0

362 362 86 20 0 小 計 162 161 19 8 -1

黒 石 44 44 7 0 0 441 442 44 22 1

平 賀 35 35 9 2 0 2,039 2,040 317 114 1

黒 石 烏 城 91 91 32 0 0

田 舎 館 13 13 0 0 0

小 計 183 183 48 2 0

五 所 川 原 65 65 4 8 0

鶴 田 28 28 0 0 0

深 浦 5 5 0 1 0

五所川原東日流 33 33 0 0 0

五 所 川 原 中 央 26 26 4 1 0

小 計 157 157 8 10 0

1

1

3
3

合　　　　　　　計

4

1

2

2

1

2

2

合　　　　　　　計

2

合　　　　　　　計

5

1

合　　　　　　　計

3

1

合　　　　　　　計

総　　　　　　　計

2
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2025.6月号

■ライオンズクラブ国際協会
332-A 地区

キャビネット事務局
……………………………
ライオンみちのく

編集局
……………………………

〒030-0801
青森県青森市新町2-8-26
県火災あおもりビル4F

TEL017-718-8121 FAX017-718-8122
E-mail：cab-332a@abeam.ocn.ne.jp

　

■キャビネット弘前事務局　
〒036-8086
弘前市田園5-1-6

TEL0172-26-6789 FAX0172-26-6788
E-mail：lc024972@crux.ocn.ne.jp

有限会社 二唐刃物鍛造所
350年の伝統を受け継いで

〒036-8245 青森県弘前市金属町4-1
TEL.0172-88-2881・FAX.0172-88-2882　URL https://nigara.jp/

地区ガバナー
GATファシリテーター

L吉澤 俊寿（弘前津軽LC）

代表取締役会長

高級刃物製造販売・建築鉄骨設計施工・金物工事一式

代表取締役

株式会社  フジタ不動産
お探しの物件見つけます！

第一副地区ガバナー・GLTコーディネーター

藤 田 鉄 哉〈むつLC〉

〒 -  むつ市下北町5
TEL 0175 23 0909 ・ FAX 0175 23 0910
e-mail : yu1001me@eagle.ocn.ne.jp

地区ホームページで機関誌を
ご覧になれます!

スマホや
タブレットで
QRコードを
スキャン!!

URL https://lions332a.jp/URL https://lions332a.jp/
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〒038-3503 北津軽郡鶴田町大字鶴田字鷹ノ尾97-3　
TEL 0173-22-3375　FAX 0173-22-2937

〒038-3503 北津軽郡鶴田町大字鶴田字鷹ノ尾97-3　
TEL 0173-22-3375　FAX 0173-22-2937

一般建築設計施工一般建築設計施工

代表 小田桐　功  一 代表 小田桐　功  一 
（鶴田 ＬＣ）

３Ｒ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン

小田桐工務所


